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Ｑ 

健
全
な
組
織
風
土
の
醸
成
は
、
『
管

理
職
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
責
任

感
』
の
も
と
公
平
適
正
な
人
事
と
そ
の

評
価
が
成
さ
れ
れ
ば
強
い
倫
理
観
が
醸

成
さ
れ
る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

Ａ 

市
長　

管
理
職
研
修
に
よ
り
倫

理
観
の
涵
養
及
び
保
持
に
努
め
る

と
と
も
に
、
部
下
へ
の
指
導
、
教

育
や
適
正
な
人
事
評
価
な
ど
管
理

職
と
し
て
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
。

ま
た
、
組
織
風
土
の
醸
成
に
は
公

務
員
と
し
て
の
立
場
を
改
め
て
認

識
を
し
、
法
令
に
基
づ
き
適
正
に

職
務
を
遂
行
し
て
い
く
意
識
と
、

職
務
外
で
も
法
令
、
社
会
規
範
な

ど
に
率
先
し
て
遵
守
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
一
方
、
職
員
の
倫

理
意
識
だ
け
に
頼
っ
た
再
発
防
止

の
取
組
で
は
、
完
全
に
不
正
を
根
絶

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
、

違
法
行
為
を
行
お
う
と
し
て
も
行
え

な
い
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
や
制
度
を
構

築
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
不
可
欠
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
取
組
と
し
て
、
提

言
書
の
物
理
的
再
発
防
止
策
及
び

技
術
的
再
発
防
止
策
に
掲
げ
て
い

る
施
錠
保
管
や
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ッ
ク

な
ど
の
盗
難
防
止
策
や
生
態
認

証
機
能
の
導
入
な
ど
に
着
手
を
し

て
、
倫
理
意
識
の
高
揚
と
シ
ス
テ

ム
構
築
と
い
う
い
わ
ゆ
る
ソ
フ
ト

面
と
ハ
ー
ド
面
の
両
面
か
ら
再
発
防

止
策
に
取
り
組
み
、
健
全
な
組
織

風
土
の
醸
成
に
努
め
て
い
く
。

Ｑ 

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
及
び
実
施
計
画

の
策
定
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

導
入
と
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
人
件
費
の
削

減
が
出
来
る
の
か
伺
う
。

Ａ 

市
長　

積
極
的
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

導
入
す
る
こ
と
で
、
業
務
の
効
率
化
に

よ
る
人
件
費
の
削
減
が
図
ら
れ
、
ま
た

捻
出
さ
れ
た
時
間
を
活
用
し
、
窓
口

業
務
な
ど
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

Ｑ 

『
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
』

ス
タ
ー
ト
し
た
建
築
系
個
別
施
設

計
画
の
市
民
へ
の
周
知
や
対
応
は

十
分
に
さ
れ
て
い
る
か
。

Ａ 

市
長　

計
画
の
基
本
方
針
で
具
体

的
な
計
画
の
実
現
に
向
け
て
は
市
民
と

協
働
で
推
進
す
る
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
施
設
の
再
編
を
実
行
に
移
す
段
階
に

お
い
て
は
市
民
と
十
分
に
意
見
を
交
わ

し
た
上
で
計
画
を
推
進
し
て
い
く
。

Ｑ 

市
の
学
校
教
育
と
し
て
の
統
一
し

た
方
向
性
が
無
く
、
旧
美
野
里
地
区
の

み
統
合
で
な
い
た
め
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

が
普
及
せ
ず
、
ま
た
小
中
一
貫
と
統
合

と
に
分
か
れ
て
計
画
性
の
甘
さ
を
感
じ

て
い
る
が
見
解
を
伺
う
。

Ａ 

市
長　

市
内
全
て
の
学
校
で
小
中

一
貫
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
が
統
一

し
た
方
向
性
。
美
野
里
地
区
で
統
廃

合
が
行
わ
れ
る
際
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
を
考
え
て
い
く
。
今
後
は
状
況

の
見
え
る
化
、
情
報
発
信
な
ど
さ
ら

な
る
工
夫
を
し
な
が
ら
、
市
民
の
理

解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

令 和 会石　井　　旭 

　　 代表質問

公務員倫理を遵守する意識の高揚と
　　　　健全な組織風土の醸成の取組みは

会派を代表した議員が、 市長の施政方針や予算編成方針に対して

行う質問を代表質問といいます。 通常、 第 1 回定例会または市長

改選後の最初の定例会で行われます。代表質問

　　  会派紹介

会派構成 が 変更 になりました

令　和　会

 　 ◎ 石井　旭

  　 　荒川　一秀

 　　　長島　幸男

  　　 島田　清一郎

 　 　 長津　智之

 　　　香取　憲一

　     戸田　見良

◎会派代表者　　R4.4.1 時点 / 欠員 3名

同　士　会

  　◎ 岩本　好夫

 　　  野村　武勝

  　　 小川　賢治

 　　  谷仲　和雄

小美玉市公明党

　 　 植木　弘子

おみたま共産党

　福島　ヤヨヒ

　   　真　政　会

   ◎村田　春樹

　    市村　文男

　    田村　昌男

 　   大槻　良明

※
代
表
質
問
の
掲
載
記
事
は
議
員
本
人
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

13



  令和 4 年 3 月定例会

※
一
般
質
問
の
掲
載
記
事
は
議
員
本
人
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

皆さんの生活にかかわる大切な内容について、

市議会議員が市に対して行う質問です。

一般質問

市
政
を
質た

だ

す
！

 ９名

    ※質問順

谷仲　和雄

石井 旭

長島　幸男

戸田　見良

長津　智之

植木　弘子

福島　ヤヨヒ

島田　清一郎

小川　賢治

P １5 

P 16

P 17

P 18

P 19

一般質問

同 士 会 谷 仲  和 雄

代表質問

ポストコロナの時代を見据え行財政改革を
　進めるとともに新たに取り組むべき課題は

Ｑ 

第
２
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
策
定
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て

前
期
基
本
計
画
の
実
効
性
と
実
績

の
分
析
評
価
を
踏
ま
え
、
ビ
ル
ド
ア

ン
ド
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
発
想
が
必
要
と

も
考
え
る
が
、
所
見
を
求
め
る
。

Ａ 

市
長　

第
４
次
行
財
政
改
革
大

綱
や
各
所
管
策
定
の
個
別
計
画
な

ど
を
踏
ま
え
、
事
業
の
必
要
性
、

重
要
性
、
緊
急
性
等
を
総
合
的
に

精
査
の
う
え
、
計
画
案
の
策
定
を
進

め
て
い
く
。
感
染
症
の
脅
威
を
見
据

え
た
新
た
な
行
政
運
営
な
ど
も
視

野
に
入
れ
、
本
市
の
将
来
像
の
実
現

に
向
け
て
策
定
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ 

県
総
合
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
県
内
延
伸
４

方
面
案
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
度
中

に
延
伸
方
面
の
一
本
化
を
図
る
と
い

う
動
き
を
踏
ま
え
、
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
茨
城
空
港
延
伸
に
向
け
た
取

組
方
針
に
つ
い
て
所
見
を
求
め
る
。

Ａ 

市
長　

延
伸
に
は
国
の
支
援
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
国
へ
の
要

望
活
動
を
よ
り
多
く
の
沿
線
自
治
体

で
行
う
こ
と
が
重
要
。
ま
た
、
沿
線

自
治
体
と
の
議
論
を
積
極
的
に
交
わ

す
場
を
設
け
る
こ
と
も
必
要
。
市
は

水
戸
市
を
中
心
と
し
た
県
央
地
域
連

携
中
枢
都
市
圏
形
成
で
の
広
域
的
公

共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
事
業

に
よ
り
、
新
た
な
公
共
交
通
に
関
す

る
研
究
や
要
望
活
動
を
推
進
す
る

事
業
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
水
戸
市
へ

協
力
を
求
め
て
い
く
。
茨
城
空
港
へ
の

Ｔ
Ｘ
延
伸
ル
ー
ト
の
優
位
性
や
必
要

性
を
広
く
周
知
を
し
、
市
民
の
期
待

感
を
高
め
、
今
後
も
議
会
期
成
同
盟

会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
む
。

Ｑ 

Ｄ
Ｘ
の
活
用
に
よ
り
行
政
の
在

り
方
を
根
本
か
ら
見
直
す
よ
い
機
会

と
も
捉
え
る
が
、
所
見
を
求
め
る
。

Ａ 

市
長　

令
和
４
年
度
は
Ｄ
Ｘ
検

討
支
援
業
務
と
し
て
業
務
の
可
視

化
及
び
課
題
の
抽
出
、
解
決
策
の

提
案
を
行
う
業
務
改
善
調
査
を
実

施
す
る
予
定
。
そ
の
中
で
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
在
り
方
に

つ
い
て
も
し
っ
か
り
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ 

対
話
と
協
調
を
基
本
理
念
に
、

市
発
展
の
礎
を
築
い
た
島
田
穣
一

市
長
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
想

い
を
伺
う
。

Ａ 

市
長　

合
併
後
の
４
期
16
年
、

市
政
運
営
を
担
っ
て
き
た
中
で
、
そ

の
時
代
に
沿
っ
た
行
政
課
題
が
あ

り
、
ま
た
少
子
高
齢
化
を
迎
え
る

中
で
、
将
来
を
見
据
え
た
様
々
な

施
策
を
継
続
的
か
つ
新
た
な
発
想
を

持
っ
て
取
組
ん
で
き
た
。
私
の
想
い

は
、
住
ん
で
み
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ

た
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
一
人
一

人
が
誇
れ
る
小
美
玉
市
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
よ
う
に

輝
き
続
く
こ
と
を
心
か
ら
願
う
。
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　　一般質問

戸 田　見 良

長 島　幸 男

Ｑ
　
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
借
地
の
見
直
し

は
。
具
体
的
な
取
組
内
容
と

推
進
は
。
（
現
在
の
借
地
料
は

３
千
３
百
万
円
）

Ａ 

総
務
部
長　

「
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」
「
建
築
物
系

個
別
施
設
計
画
」
を
策
定
し
、

基
本
方
針
に
今
後
も
安
定
し

た
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
に
も
、
借
地
の
解
消

及
び
公
用
財
産
取
得
へ
の
転

換
や
、
跡
地
・
遊
休
地
を
売
却
・

賃
借
し
、
施
設
の
更
新
費
用

に
充
当
す
る
な
ど
に
よ
り
、

資
産
の
長
期
的
か
つ
安
定
的

な
運
用
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。
第
４
次
行
財
政
改
革
の

基
本
施
策
と
し
て
借
地
の
見
直

し
を
推
進
し
、
積
極
的
な
返
還

及
び
買
取
に
よ
り
借
地
料
の
縮

減
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
毎

年
度
、
現
状
把
握
の
た
め
の
調

査
を
行
っ
て
い
る
。
借
地
料
が

年
間
100
万
円
以
上
の
施
設
は
、

や
す
ら
ぎ
の
里
小
川
や
小
川
文

化
セ
ン
タ
ー
ア
ピ
オ
ス
な
ど
10

施
設
あ
り
、
こ
れ
ら
の
見
直
し

は
、
現
在
所
管
課
の
検
討
段
階

で
あ
り
、
交
渉
ま
で
至
っ
て
い

な
い
。
今
後
全
庁
的
な
取
組
み

と
し
て
推
進
し
て
い
く
。

Ｑ 

補
助
金
の
見
直
し
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
取
組
み
と
成
果
は
。

Ａ 

総
務
部
長　

平
成
20
年
度

に

「補
助
金
等
審
議
会
」
で
、

市
単
独
補
助
金
の
一
斉
見
直

し
を
行
い
、
そ
の
後
は
、
一

定
の
年
数
を
経
過
し
た
も
の

に
つ
い
て
は
廃
止
・
休
止
の

検
討
を
所
管
課
に
指
示
し
、

状
況
を
確
認
し
て
い
る
が
、

見
直
し
の
事
務
的
フ
ロ
ー
が

確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
格

的
な
見
直
し
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
今
後
は
、
市
単
独
補

助
金
10
％
削
減
目
標
を
設
定

し
て
お
り
、
補
助
金
等
審
議

会
を
再
度
立
ち
上
げ
、
実
施

計
画
期
間
内
で
の
補
助
金
の

適
正
化
・
見
直
し
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

要
望
　
補
助
金
交
付
規
則
・

交
付
基
準
方
針
に
基
づ
き
、

単
に
廃
止
や
削
減
と
い
う
こ

と
を
目
的
で
は
な
く
、
必
要

性
と
効
果
を
確
認
し
、
市
民

が
納
得
す
る
補
助
金
制
度
の

し
っ
か
り
し
た
運
用
を
図
っ

て
ほ
し
い
。

そ
の
他
の
質
問

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
制
度

の
拡
充
に
つ
い
て

・
現
在
の
状
況
や
推
進
策

国
道
６
号
と
小
美
玉
市
に
つ
い
て

Ｑ 

国
道
６
号
千
代
田
石
岡

バ
イ
パ
ス
開
通
後
に
お
け
る

玉
里
地
区
の
地
域
振
興
や
小

美
玉
市
と
し
て
の
取
組
に
つ

い
て
所
見
を
伺
う
。

Ａ 

都
市
建
設
部
長　

バ
イ
パ

ス
開
通
後
は
、
小
美
玉
市
玉

里
地
域
へ
の
流
入
人
口
が
見

込
ま
れ
、
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り

ん
り
ん
ロ
ー
ド
の
利
用
促
進

や
普
及
活
動
を
県
と
連
携
を

図
り
推
進
す
る
こ
と
が
有
効

で
あ
る
。
石
岡
市
や
関
係
部

局
と
連
携
を
図
り
広
域
的
な

計
画
を
策
定
で
き
る
よ
う
に

働
き
か
け
を
し
て
い
き
た
い
。

Ａ 

産
業
経
済
部
長
　
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
を
活
用
し
、
優

遇
制
度
や
イ
ン
フ
ラ
の
充
実

を
ア
ピ
ー
ル
し
努
め
る
。
投

資
し
た
い
と
思
う
条
件
は
、

行
政
の
き
め
細
や
か
な
支
援

と
道
路
等
の
イ
ン
フ
ラ
の
充

実
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、

企
業
誘
致
に
努
め
て
い
き
た

い
。

意
見

◆
企
業
誘
致
に
重
要
な
事

企
業
に
投
資
し
た
い
と
思
わ

せ
る
風
土
を
つ
く
る

○
気
さ
く
な
行
政
・
地
元
民

間
企
業
は
ス
ピ
ー
ド
重
視

○
外
部
人
材
に
任
せ
な
い
自

前
主
義

○
地
元
に
限
定
せ
ず
に
全
国

展
開
の
視
点

○
集
ま
る
か
ら
こ
そ
、
さ
ら

に
集
ま
る

○
若
者
の
成
長
機
会
を
創
造

（
高
校
・
専
門
・
大
学
イ
ン

タ
ー
ン
を
受
け
入
れ
る
）

そ
の
他
の
質
問

待
機
児
童
ゼ
ロ
の
対
策
に

重
き
が
置
か
れ
て
い
た
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
制
度
の
見

直
し
に
つ
い
て
等
ほ
か

国道６号千代田石岡バイパス開通後における玉里地区の地域振興は

借地解消のため、 積極的な返地及び買取等により借地料の縮減に取組む

公共施設の借地の見直しは

人
口
減
少
と
小
美
玉
市
に
つ
い
て

Ｑ 

小
美
玉
市
企
業
誘
致
推
進

の
見
直
し
は
。
民
間
企
業
が

小
美
玉
市
と
組
み
た
い
、
投

資
し
た
い
と
思
う
条
件
は
。

つくば霞ヶ浦りんりんロードの利用促進や普及活動を県と連携していく

▲整備中の国道 6 号千代田石岡バイパス
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  令和 4 年 3 月定例会

　　一般質問

福 島　ヤヨヒ

谷 仲　和 雄
Ｑ 

障
が
い
児
施
設
と
事
業

の
一
元
化
に
よ
り
、
通
所
系

の
児
童
発
達
支
援
や
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
民
間

事
業
者
が
運
営
す
る
施
設

が
機
能
し
て
い
る
状
況
を
踏

ま
え
、
民
間
の
①

「
児
童
発

達
支
援
事
業
」
の
部
分
に
地

域
支
援
の
②

「
保
育
所
等

訪
問
支
援
」
と
③

「
相
談

支
援
」
を
加
え
る
こ
と
で
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
対
応
が
可
能
と

な
り
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
と
し
て
の
機
能
が
果
た

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
療

育
の
推
進
に
必
要
不
可
欠
な

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
・
運
営
方
法
に
つ
い
て
、

民
間
活
力
導
入
の
可
能
性

及
び
近
隣
自
治
体
と
の
広
域

連
携
等
も
視
野
に
入
れ
た
調

査
・
検
討
を
進
め
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
は
。

Ａ 

福
祉
部
長　

児
童
発
達
支

援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
施

設
に
保
育
所
等
訪
問
支
援
と

相
談
支
援
を
加
え
る
こ
と
で

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
と

す
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で

あ
る
。
広
域
連
携
に
つ
い
て

は
、
国
の
指
針
に
お
い
て
圏

域
で
の
設
置
も
差
し
支
え
な

い
と
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
広

域
で
の
設
置
に
つ
い
て
も
、
民

間
事
業
者
等
の
動
向
を
注
視

し
、
必
要
に
応
じ
て
近
隣
自

治
体
と
協
議
し
た
い
。
児
童

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
に

あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
各

関
係
機
関
と
の
連
携
を
一
層

強
化
す
る
こ
と
や
民
間
活
力

導
入
や
広
域
連
携
な
ど
の
整

備
手
法
等
を
含
め
、
児
童
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
が
担
う
具

体
的
な
機
能
な
ど
を
考
慮
の

う
え
整
備
す
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
。

Ｑ 

子
ど
も
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。
コ
ロ
ナ
の
た
め
休
校

や
学
級
閉
鎖
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
給
食
費
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。
学
校
の
都
合
で

食
べ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
給
食

を
無
償
に
し
て
欲
し
い
が
。

Ａ 

保
健
衛
生
部
長　

子
ど

も
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
12
歳

以
上
が
約
80
％
、
2
回
接

種
し
て
い
る
。
12
歳
未
満
に

は
接
種
券
を
送
付
、
予
約

受
付
後
3
月
14
日
か
ら
接

種
開
始
し
て
い
る
。
給
食
費

の
無
償
化
は
今
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
な
い
。

Ｑ 

文
化
で
ま
ち
づ
く
り
構

想
の
今
後
の
進
め
方
を
ど
の

よ
う
に
図
っ
て
い
く
の
か
。

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に
な
っ
た

地
域
も
含
め
た
様
々
な
祭

り
や
文
化
活
動
な
ど
も
、
支

援
し
て
欲
し
い
。

Ａ 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長

こ
れ
か
ら
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

を
学
校
や
地
域
に
送
り
出
す

事
業
を
続
け
て
い
く
。
地
域

で
守
ら
れ
て
き
た
文
化
活
動

も
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く

支
援
を
行
う
。

Ｑ 

小
川
総
合
支
所
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
を
願
う
。
他
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
あ
る
施
設
を

も
っ
と
活
用
で
き
る
よ
う
に
。

Ａ 

市
民
生
活
部
長　

小
川
庁

舎
で
2
階
に
用
事
の
あ
る
方

で
障
が
い
な
ど
あ
る
方
へ
の
対

応
は
職
員
が
1
階
で
行
っ
て
い

る
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
は
今

後
検
討
し
て
い
く
。
玉
里
総

合
支
所
な
ど
の
活
用
を
柔
軟

に
対
応
し
て
い
る
状
況
。

Ｑ 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

の
た
め
の
施
策
の
進
捗
状
況
と
し

て
、
消
防
署
の
女
性
職
員
採
用

の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
、

対
応
は
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。
市

で
も
女
性
の
目
線
で
仕
事
を
推
進

す
る
た
め
、
女
性
の
部
長
の
誕
生

を
切
に
願
っ
て
い
る
が
答
弁
を
。

Ａ 

総
務
部
長
　
消
防
職
員
の
女

性
採
用
に
は
子
育
て
中
で
も
働

け
る
環
境
づ
く
り
、
ハ
ー
ド
面
や

ソ
フ
ト
面
の
整
備
を
考
え
て
い
き

た
い
。
女
性
の
管
理
職
登
用
に

は
男
女
の
区
別
な
く
公
正
公
平

に
評
価
し
、
部
下
の
管
理

・
指

導
力
協
調
力
な
ど
総
合
的
に
考

慮
判
断
し
て
い
る
。
人
材
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
り
な
が
ら
バ
ラ
ン

ス
な
ど
適
切
に
図
っ
て
い
く
。

療育に必要な児童発達支援センターの設置は

男女の区別なく公正公平に評価し総合的に判断する

男女共同参画社会実現としての女性部長誕生を願う

▶

「平
成
24
年
児
童
福
祉
法
改
正
に
伴
う　
　

       

    

障
が
い
児
施
設
と
事
業
の
一
元
化
」
よ
り

具体的機能を考慮のうえ整備することが必要
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議会だより 第 65 号

　　一般質問

島 田  清一郎

県道紅葉石岡線までの区間の早期供用開始の時期を見極めながら、 検討していく

中央線の延伸を提案する 『メロンロード』更には『県道・大和田羽生線』まで！

石 井　旭

Ｑ 

羽
鳥
小
学
校
の
プ
ー
ル
は

使
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
撤

去
し
て
敷
地
の
有
効
利
用
を

図
る
べ
き
で
は
。

Ａ 

教
育
部
長　

令
和
元
年
度

ま
で
は
使
用
し
て
い
た
。
令

和
４
年
度
か
ら
は
、
美
野
里

中
学
校
を
除
く
市
内
の
小
中

学
校
に
お
い
て
は
、
小
川
ま

た
は
玉
里
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

の
水
泳
学
習
を
実
施
し
て
い

く
。
羽
鳥
小
学
校
の
プ
ー
ル

は
、
速
や
か
に
解
体
撤
去
し
、

校
地
の
有
効
活
用
を
図
る
。

Ｑ 

そ
・
ら
・
ら
の
管
理
運

営
に
つ
い
て

①
設
置
目
的
で
あ
る
地
域
再

生
拠
点
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
を
意
味
す
る
か
。

Ａ 

産
業
経
済
部
長
　
市
内
外

か
ら
訪
れ
る
方
々
に
、
本
市

の
価
値
を
発
信
し
、
小
美
玉

市
な
ら
で
は
の
お
も
て
な
し

を
行
い
、
交
流
人
口
の
拡
大

に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化

を
目
指
し
た
拠
点
施
設
。

②
小
美
玉
市
ま
ち
づ
く
り
構

想
基
本
計
画
の
中
の
そ
ら
ら

拡
張
構
想
の
基
本
計
画
と
地

域
再
生
拠
点
施
設
の
整
合
性

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ 

産
業
経
済
部
長　

そ
ら
ら

拡
張
構
想
の
基
本
計
画
は
、

地
域
の
農
と
食
か
ら
持
続
可

能
な
地
域
再
生
を
目
指
す
と

し
て
お
り
、
「
そ
・
ら
・
ら
」

の
魅
力
向
上
に
向
け
た
機
能

強
化
の
検
討
を
し
て
い
る
の

で
、
地
域
再
生
拠
点
施
設
の

考
え
方
と
、
整
合
性
が
図
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

③
そ
ら
ら
拡
張
構
想
に
よ
る

設
備
投
資
の
財
源
の
確
保
と

事
業
効
果
の
見
込
み
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ 

産
業
経
済
部
長

　
防
衛
省

の
補
助
事
業
で
あ
る
ま
ち
づ

く
り
支
援
事
業
の
活
用
を
見

込
ん
で
い
る
。
効
果
の
見
込
み

は
、
基
本
計
画
策
定
の
中
で

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
整

備
後
に
利
用
頻
度
が
確
実
に

増
え
る
と
の
回
答
が
８３
・
８
％

で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
構
想

の
４
つ
の
構
想
が
実
現
す
る
こ

と
に
よ
り
、
交
流
人
口
の
拡

大
と
地
域
の
活
性
化
に
大
き

な
効
果
が
発
現
で
き
る
。

要
望　

こ
の
計
画
が
将
来
の

小
美
玉
市
の
負
の
遺
産
と
な

ら
な
い
よ
う
十
分
な
検
討
を
。

Ｑ 

中
央
線
の

『
紅
葉
石
岡
線
』

へ
の
開
通
が
見
え
て
き
て
防
衛

補
助
金
を
活
用
し
、
『
メ
ロ
ン

ロ
ー
ド
』
更
に
は
、
『
県
道

・
大

和
田
羽
生
線
』
ま
で
延
伸
を
提

案
す
る
。
羽
鳥
駅
ま
で
一
直
線

と
な
る
。
見
解
を
伺
う
。

Ａ 

都
市
建
設
部
長　

小
美
玉
中

央
線

（
市
道
小
１
０
９
１
１
号
線
）

は
、
世
楽
地
内
の
農
免
道
路
か
ら

県
道
紅
葉
石
岡
線
ま
で
の
2.5
ｋ
ｍ
の

幹
線
道
路
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い

る
。
今
後
は
、
佐
才
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
付
近
か
ら
県
道
紅
葉
石
岡

線
の
区
間
で
、
令
和
４
年
度
か
ら
防

衛
省
の
民
生
安
定
施
設
整
備
事
業

費
補
助
金
を
活
用
し
、
用
地
買
収

を
進
め
て
い
く
。
用
地
買
収
の
進
ん

だ
区
間
か
ら
順
次
工
事
実
施
す
る

予
定
。
小
美
玉
中
央
線
の
県
道
大

和
田
羽
生
線
ま
で
の
延
伸
は
、
本

路
線
が
常
磐
線
の
羽
鳥
駅
に
直
結

す
る
道
路
で
あ
り
、
そ
の
延
伸
に
よ

り
利
便
性
の
向
上
や
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
つ
な
が
る
有
効

な
道
路
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
た
め
、
現
在
整
備
を
進
め
て
い
る

県
道
紅
葉
石
岡
線
ま
で
の
区
間
の

早
期
の
供
用
開
始
の
時
期
を
見
極

め
な
が
ら
、
将
来
交
通
量
や
整
備

費
用
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ 

『
空
港
ア
ク
セ
ス
道
路
の

開
通
』
に
伴
い
市
道
路
線
の

拡
充
と
し
て
、
『
柴
高
街
道
』

の
整
備
を
提
案
す
る
。
交

通
量
も
多
く
中
央
線
と
の
連

携
も
図
ら
れ
、
側
溝
や
セ
ン

タ
ー
ラ
イ
ン
の
整
備
を
提
案

す
る
。
見
解
を
伺
う
。

Ａ 

都
市
建
設
部
長　

道
路
の

現
状
は
、
幅
員
は
概
ね
６
ｍ

前
後
で
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
や

路
面
排
水
の
た
め
の
側
溝
は

部
分
的
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
交
通
量
が
多
く
、

幅
員
が
４
ｍ
の
狭
い
区
間
が

多
い
柴
高
地
内
の
県
道
上
吉

影
岩
間
線
の
交
差
点
か
ら
西

郷
地
の
旧
国
道
６
号
ま
で
の

約
1.7
ｋ
ｍ
に
つ
い
て
道
路
改
良

事
業
を
進
め
て
い
る
。
長
期

的
に
は
茨
城
空
港
ア
ク
セ
ス

道
路
や
国
道
６
号
小
美
玉
道

路
な
ど
の
幹
線
道
路
網
の
計

画
・
整
備
に
よ
り
、
将
来
交

通
量
の
変
化
に
対
応
で
き
る

道
路
規
格
の
検
討
や
優
先
度

な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、

短
期
的
に
は
セ
ン
タ
ー
ラ
イ

ン
や
路
面
の
排
水
対
策
な
ど

の
局
所
的
な
対
策
に
努
め
て

い
く
。

校地の有効活用、 持続可能な地域再生を目指す

羽鳥小学校プール撤去 と そらら拡張計画について
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  令和 4 年 3 月定例会

小 川  賢 治

Ｑ 

小
美
玉
市
の
人
口
状
況
を
伺
う
。

①
総
人
口
の
推
移
は
。

Ａ 

企
画
財
政
部
長　

２
０
２
０

年
１０
月
１
日
現
在
４
８
８
７
０
人
で

2
０
４
０
年
で
４
６
０
０
０
人
と
推

計
さ
れ
る
。

②
地
区
別
人
口
の
推
移
は
。

Ａ 

企
画
財
政
部
長
　
２
０
１
５

年
と
２
０
２
０
年
の
国
勢
調
査
の
推

移
を
見
る
と
小
川
地
区
１
３
４
５

人
減
少
で
マ
イ
ナ
ス
7.5
％
、
美
野
里

地
区
で
８
４
９
人
減
少
で
マ
イ
ナ
ス

3.3
％
、
玉
里
地
区
は
４
５
２
人
減
少

で
マ
イ
ナ
ス
5.5
％
で
あ
っ
た
。

③
自
然
増
減
と
社
会
増
減
は
。

Ａ 

企
画
財
政
部
長

　
出
生
数

の
減
少
が
大
き
く
、
晩
婚
化

や
未
婚
率
の
上
昇
な
ど
も
大

き
く
影
響
し
て
い
る
。
ま
た
、

転
出
が
転
入
を
上
回
っ
て
お

り
、
市
全
体
の
転
出
を
抑
制

し
、
社
会
稼
働
率
の
改
善
を

図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

④
人
口
減
少
が
市
税
額
に
与

え
る
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ 

企
画
財
政
部
長　

市
税
収
入

の
う
ち
個
人
市
民
税
が
占
め
る

割
合
は
34
％
。
老
年
人
口
の
増

加
に
よ
る
社
会
保
障
費
の
拡
大

等
に
よ
り
支
出
増
加
が
見
込
ま

れ
る
な
ど
、
市
政
運
営
に
大
き

な
影
響
が
出
る
と
想
定
さ
れ
る
。

Ｑ 

市
の
め
ざ
す
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

①
健
康
寿
命
の
重
点
的
な
取

組
み
を
伺
う
。

Ａ 

保
健
衛
生
部
長

　
本
市
に
お
い
て

医
療
費
が
増
大
し
て
い
る
糖
尿
病
、

高
血
圧
症
、
脂
質
異
常
症
を
重
点
課

題
と
し
、
健
康
づ
く
り
事
業
及
び
介

護
予
防
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

②
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り
に
つ

い
て
本
市
取
組
み
の
具
体
策
は
。

Ａ 

保
健
衛
生
部
長
　
令
和
４
年
度
か

ら
新
た
な
取
組
み
と
し
て
、
75
歳
以

上
を
対
象
と
し
た
高
齢
者
の
保
健
事

業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
事
業

と
し
て
、
健
康
状
態
が
確
認
で
き
な
い

方
の
実
態
把
握
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

③
健
康
づ
く
り
の
環
境
整
備
に
つ

い
て
、
市
民

・
地
域
主
体
の
健
康

づ
く
り
推
進
の
取
組
み
を
伺
う
。

Ａ 

保
健
衛
生
部
長　

健
康
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
食
生
活
改
善

や
運
動
の
普
及
な
ど
、
老
人
ク
ラ

ブ
や
地
区
サ
ロ
ン
の
参
加
者
に
普

及
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

小美玉市の将来人口の推計は

植 木  弘 子

帯状疱疹ワクチン接種の積極的促進を求む

Ｑ 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
濃
厚
接

触
者
を
含
む
自
宅
療
養
者
へ

の
支
援
対
策
に
つ
い
て

Ａ 

保
健
衛
生
部
長　

一
定
の

条
件
の
も
と
に
食
料
品
及
び

日
常
品
等
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
生
活
支
援
に
つ
い
て

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
案
内

し
て
い
る
。

Ｑ 

５
歳
か
ら
11
歳
へ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

Ａ 

保
健
衛
生
部
長 

小
児
に

接
種
す
る
場
合
、
小
児
科

の
医
師
、
看
護
師
の
確
保
が

非
常
に
困
難
な
状
況
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
県
主
導
に
よ
り

広
域
的
な
接
種
会
場
の
設
置

と
県
内
定
期
予
防
接
種
広

域
事
業
と
同
等
の
取
扱
い
を

出
来
る
こ
と
等
の
要
望
を
実

施
。
そ
の
後
、
医
師
確
保
が

で
き
、
４
月
か
ら
市
の
集
団

接
種
を
進
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

Ｑ 

高
齢
化
の
進
展
、
さ
ら

に
コ
ロ
ナ
禍
で
以
前
よ
り
外

出
を
控
え
る
生
活
が
続
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
帯
状
疱
疹

が
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
。

し
か
し
ワ
ク
チ
ン
に
対
す
る

認
知
度
が
低
い
。
市
民
の
健

康
を
守
り
、
医
療
費
軽
減

に
つ
な
げ
る
た
め
、
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を

積
極
的
に
促
進
す
べ
き
。
ま

た
、
費
用
の
助
成
を
検
討
す

べ
き
。

Ａ 

保
健
衛
生
部
長　

ま
ず
は

帯
状
疱
疹
及
び
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
関
す
る
正
し
い
情
報
を

発
信
し
、
効
果
や
副
反
応
な

ど
に
つ
い
て
、
十
分
理
解
し

た
上
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希

望
者
が
き
ち
ん
と
選
択
出
来

る
よ
う
啓
発
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
助
成
に
つ
い
て
、

国
の
定
期
化
に
向
け
た
動
き

が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
国

県
及
び
近
隣
自
治
体
の
動
向

を
注
視
し
、
調
査
研
究
し
て

い
く
。

要
望　

医
療
費
、
介
護
費
負

担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
問
題

の
た
め
、
市
独
自
の
事
業
と

し
て
助
成
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
。

そ
の
他
の
質
問

〇 

交
通
弱
者
へ
の
支
援

〇 

パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
デ
バ

イ
ス
に
関
す
る
支
援

▲公民館での介護予防講座

　　一般質問

将来人口の目標値は 2040 年で 46,000 人

正しい情報を発信、 啓発活動に取り組んでいく
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・ �ＴＸの茨城空港延伸実現に向けて、 これからも要望活動

頑張って下さい。   （高崎 ・ Ｓさん）

・ �このコロナの中、 成人を迎えられたこと大変嬉しく思い

ます。 わが家にも孫が長野県から戻り式に出席でき、

　家族一同大変嬉しい思い出になりました。 （倉数・Ｎさん）

・ �県内においても、 コロナウイルスの感染が再拡大するなか

であります。 学校での教育 ・ 経済活動などコロナウイルス

と共存しながら生活ができるよう、 今後ともお力添えい

ただきたいです。   （中台 ・ Ａさん）

・ �たくさんの茨城空港のことを書いてもらいたい。

  年に何回かスカイマークにお世話になってます。

  子どもが兵庫県にいるので。   （田木谷 ・ Ｅさん）

・ �第８代新議長ファイト （議会） 早くコロナから穏和な生活

に戻ることを祈願する限りです。   （高崎 ・ S さん）

市民の声

たくさんのご意見、 ご感想ありがとうございました。

プレゼントクイズ

第 63 回 プレゼントクイズ

今回の議会だより第 65 号の中から、 問題を３つ出題します。

正解した方の中から抽選で、 10 名の方にキャトル ・ セゾンと空の

えき　そ ・ ら ・ ら　レストラン （ちゃあしゅう貴族） で利用できる

食事券 （2,000 円分） をプレゼントします。 ぜひご応募ください！

問①　令和4年度一般会計当初予算〇〇〇億円を可決

問②　新年度予算は〇〇〇〇委員会で審査を実施

問③　次回6月定例会の開会予定日は6月〇日

◇応募方法　�はがき・FAX などで、住所、氏名、クイズの答えを明記

してご応募ください。また、議会や本紙に対するご意見

やご感想をあわせてお寄せください。

◇締め切り　令和４年５月 31 日（火）まで

　　　　　　＊当日消印有効

◇応募先　  〒 319-0192　小美玉市堅倉 835

            小美玉市役所議会事務局宛　FAX ：0299-48-1199

◇その他　　�応募に関する個人情報は、プレゼントの送付以外には利用し

ません。当選者発表は食事券の発送をもってお知らせします。

◆第 62 回クイズの正解：  問① 22　問② ７　　問③ ９

応募用 QR

　　一般質問

長 津　智 之

５歳から 11 歳までの小児向けワクチン接種の開始時期は

Ｑ 

本
市
に
お
け
る
5
歳
か
ら

11
歳
ま
で
の
接
種
対
象
者
は

何
名
か
。
ま
た
、
使
用
ワ
ク

チ
ン
名
、
接
種
回
数
お
よ
び

接
種
会
場
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ 

保
健
衛
生
部
長　

対
象
者

数
は
約
２
，
６
５
０
人
。
使

用
ワ
ク
チ
ン
は
小
児
用
フ
ァ

イ
ザ
ー
社
製
。
接
種
回
数
は

２
回
。
接
種
会
場
は
県
の
大

規
模
接
種
会
場
、
市
内
個
別

接
種
は
小
美
玉
市
医
療
セ
ン

タ
ー
、
小
川
南
病
院
、
け
や

き
ク
リ
ニ
ッ
ク
。
市
内
集
団

接
種
は
、
４
月
か
ら
医
師
確

保
が
出
来
た
の
で
、
現
在
進

め
て
い
る
。

Ｑ 

接
種
を
受
け
た
あ
と
副

反
応
が
起
き
た
場
合
の
相
談

窓
口
は
ど
こ
に
な
る
の
か
、

ま
た
身
体
障
害
者
に
対
す
る

予
約
体
制
や
相
談
窓
口
が

ど
こ
に
な
る
の
か
伺
う
。

Ａ 

保
健
衛
生
部
長
　
副
反

応
の
相
談
窓
口
は
、
茨
城
県

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー

（
副
反
応
相
談
窓

口
）。
身
体
障
害
者
に
対
し

て
は
、
症
状
を
理
解
し
て
い

る
か
か
り
つ
け
医
で
の
接
種

を
優
先
と
考
え
る
。
そ
し
て
、

県
の
大
規
模
接
種
会
場
、
市

内
で
小
児
科
標
ぼ
う
の
３
医

療
機
関
で
の
接
種
を
案
内
し

て
い
く
。
現
在
市
内
で
の
集

団
接
種
体
制
構
築
の
た
め
に

医
師
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

接
種
体
制
の
整
備
が
出
来
次

第
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

広
報
紙
、
行
政
メ
ー
ル
等
で

発
信
し
て
い
く
。
小
児
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
対
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
市
の
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
及
び
健
康
増
進
課
で
対

応
し
て
い
て
、
副
反
応
の
相

談
窓
口
は
茨
城
県
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
副
反
応
相
談
窓
口
）
で
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
相
談
窓

口
を
掲
載
し
て
い
る
。

市内集団接種は 4 月中旬頃から開始予定
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